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ィードバック資料ポスター」が添えられているが、結果を可視化するための工夫が優れている。特に、
利用者向けのポスターは、結果をわかりやすく且つ啓蒙的に伝えるデザインであり、論文の本体を構
成するものではないが特記できる。 
 以上のことから、本研究は、地域在住精神障害者のCIの先駆的な研究であると共に、地域在住精神障
害者の支援の向上に寄与し得る意義ある研究であると高く評価できる。加えて、本研究が、障害者本人が
主観的に感じている地域での自己の生活のありようからCIに留意しながら支援の仕組みを考えるという
のは、価値のある認識であり、今後の展開が期待できるものである。 
なお、質疑においても、以上の内容を中心に討議がなされたが、極めて周到な準備の下に、的確な回答
なされた。その中で、本論文に質的な研究が含まれていないことについて、実践への示唆が一般論に陥る
懸念がないかとの指摘がなされたが、これに対して、元々自治体保健師としての実務経験の中での問題意
識から発展した研究であること、各調査の段階で、障害者本人や職員にインタビューを行いながら研究を
進めて来たこと、第4章の結果を各協力施設にフィードバックした際にはアンケートも行っており、今後
それを基に実践へのより具体的な提言を行うことを計画していることが説明された。また、本研究の精神
障害者以外の分野への応用についても質疑がなされたが、もともと CIM が、脳外傷者を対象に開発され
精神障害者等にも応用されて来たものであって、汎用性が高いものであり、今後地域在住の単身高齢者等
の調査分析等にも広げて使用したい旨の回答があった。 
 
 本学位請求論文は、上記のように高い評価を以て、審査担当者は一致して、塩田藍君に博士(医療マネジ
メント学)の学位を授与することが適当であると判断した。 
